
わいふ一番館 菊池観光交流館
問い合わせ先　わいふ一番館 ☎0968（24）6630 問い合わせ先　菊池観光協会 ☎0968（25）0513

開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
「エアライナークラブ九州支部写真展」
　飛行機の美しい姿とダイナミックさに魅せられて、そ
の一瞬を切り取り、大空への憧れを表現してみました。
期　間：11月12日㈫～24日㈰

「岳人が撮った山の写真展」
　日本山岳会のメンバーが撮影した山、植物の写真展で
す。阿蘇、九重や関東の山も展示予定です。皆さん、ぜ
ひご来館ください。
期　間：12月17日㈫～1月13日㈪㈷

写真や絵画などを展示しませんか。
　わいふ一番館ではギャラリーに作品を出展する人を募
集しています。詳しくはわいふ一番館までお尋ねください。

開館時間　午前９時～午後６時
休 館 日　なし（点検などで臨時的に休館する場合あり）

NPO法人菊池公園歴史の森
「ふるさと創生、書のもつちから展」
菊池さくら千年プロジェクト
城山の作業写真や書を展示します。

期　間：～11月10日㈰ 午後5時

第6回菊池郡市退職校長会
「文化展」
　書・絵画・写真・手工芸・盆栽・陶芸・
拓本などを展示します。

期　間：11月12日㈫～17日㈰
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　守護の館のすぐ傍、現在は隈府の市街地となってい
ますが、かつては「犬
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戦士たちが腕を競い、武芸を磨いていました。
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